
When controlling spirit of ‘I’ works 
in one’s mind, God leaves him/her. 
If God leaves one, he/she feels very 
blue, his/her body becomes heavy, 
and agony occupies his/her mind. 
If one wants to be happy, he/she 
should throw away ‘I’ first. Then 
act with a sacrificial mind. When 
one throws away ‘I’, God, the spirit 
of happiness, becomes ‘I’, he/she 
will experience an amazing grace 
of God. As ‘I’ disappears and God 
occupies in one’s mind, he/she is 
always happy to look at this man, 
to look at that man, and everybody 
looks like an angel to him/her. 

Therefore, as my mind becomes 
that of angel and God, everybody 
looks like an angel and God. If 
one has ‘I’, the spirit of Satan, no 
matter how hard one tries to look 
at people as God, it does not work. 
Satan looks at everybody as a thief. 
The reason for that is because he/
she is a thief or swindler. As one is 
Satan, he/she regards everybody as 
Satan. However if one has the mind 
of God, everybody look like God. 
Whoever looks like God to him/her. 
So they look precious, he/she talks 
to everybody carefully. 

As everybody is  a  precious 
existence, he/she cannot treat them 
thoughtlessly.*

Translation : Angel Kim

(This man refers to the Vitor of  
the Victory Altar.)

Everybody wants happiness and 
seeks joy. The value that humanity 
seeks is happiness. If one is not 
happy, he/she is supposed to be 
sick, pain and anguish follow them. 
Because humanity is not happy, they 
die. 

The reason that one cannot enjoy 
happiness is because his/her 
value was wrongly set up.

Some men put the value of their 
happiness in meeting their partners. 
Considering our seniors’ trace, 
a lot of people think that their 
happiness lies in love between man 
and woman. But the love gives 
momentary happiness, gives pain 
and disappears. Because the love 
between man and woman cannot be 
beyond desire. 

Therefore as the love between man 
and woman does not give happiness 
to humanity, some people think that 
happiness is in material. So they 
make a lot of money, but they do not 
feel happy with money, either. Some 
men think if they have power, they 
will be happy. 

So they gain power, but they still 
do not feel happiness. So far, why 
did humanity repeat failure? That’s 
because their values were wrongly 

established. That is, humanity had 
wrong philosophies. There are a lot 
of philosophies in the world, but 
nobody had a sanity philosophy.

Even a single person had insisted 
on a perfect philosophy, the world 
would have been changed, the world 
itself would have been supposed to 
be changed. One’s philosophy says 
the aim and ideology of his/her life, 
there was nobody who set up their 
aim and ideology correctly. 

Therefore, perfect philosophies 
could not appear. The reason for that 
is because the controlling spirit of all 
humanity is Satan, but they did not 
know the fact. As Satan only think 
of Satan’s thought, humanity cannot 
get out of the restraint of desires. 
As people cannot get out of the 
bridle of desire, they have limited 
philosophies.

The spirit of God is the spirit of 
life and the spirit of happiness

This man revealed an amazing 
fact that the controlling spirit of 
humanity is Satan. The controlling 
spirit of ‘I’is Satan. 
Due to the controlling spirit of 
‘I’, unhappiness and pain come 
to humanity, blood decays, and 
agedness and death come to them. ‘I’ 
cannot get out of the category of ‘I’ 
and is limited, so cannot but have a 
narrow philosophy. 

Originally the controlling spirit of 
humanity was God, at that time God 
lived in the Garden of Eden, where 
God was an immortal existence that 
was filled with happiness and joy. 
The evidence remains in humanity. 
It is conscience. 

The original controlling spirit of 
humanity is conscience, which is 
the spirit of God. The spirit of God 
is that of life, it can bring happiness 
to humanity. Nowadays, thanks to 
the power of conscience, the spirit 
of God, humanity keeps the power 
of their life. Scientists, today’s 
intelligences, can not answer if they 
are asked why humanity lives? 

Because they do not know about the 
essence of life. Also their science 

To recover the spirit of God, 
the original controlling spirit of 
humanity, is the aim of our lives. 
As the spirit of God is that of life, 
to fight against Satan that kills our 
lives, to overcome it, and to be 
reborn as the spirit of God is our 
aim and ideology. 

God, our ancestor, does not want 
that His children die after suffering 
all pain. He wants humanity to live 
forever. So He teaches the way 
of eternal life. If humanity is not 
happy, they cannot live forever. If 
there is a little pain or shadow in 
their mind, they cannot live forever. 
To live forever, happiness should 
overflow in their mind. If happiness 
stays in their mind for a moment 
and disappears soon, eternal life 
is impossible. Humanity should 
be happy all the time. If happiness 
becomes cold in one’s mind, he/she 
dies. So joy is eternal life, eternal 
life is happiness. God is the spirit of 
joy, so if one knows God, happiness 
overflows in his/her mind. It is 
the happiness of conscience, the 
happiness of conscience is not 
changed.

However the happiness that ‘I’ 
feel soon becomes cold. When the 
desire of the spirit of ‘I’ is satisfied, 
pleasure may follow for a moment. 
The pleasure disappears in front of 
bigger desire. 

cannot be science. The aim of 
science is to pursue the truth, which 
exists in immortal life. So today’s 
science that cannot tell the reason 
why humanity, grasses and trees 
live, and the way of immortality is 
not science. 

Therefore ,  the  t rue  sc ience 
appearing, humanity can see why 
humanity lives, dies, and the secret 
of immortality and happiness. If 
you are asked, “why does humanity 
live?”, what is your answer? This 
man will answer that humanity lives 
to recover the spirit of God, which is 
the original hometown of humanity. 

The aim of our lives is to recover 
the spirit of God and to live 
happily forever. 

びがすこしだけ続き, ある瞬間消えるもの
ならば永生は不可能です。
常にうれしくて常に樂しくて常に幸せで
なければならないことで, その喜びが冷め
てしまえば彼は死ぬしかないのです。 故
に喜びが永生で, 永生がまさに喜びです。
ハナニムの神様は喜びの神です。 神様を
知ることになる時, なんとも言えないほど
喜びが滿ち溢れます。 それが良心の喜び
で, 良心の喜びは変わらぬ喜びです。 しか
し私が喜ぶのはしばらく後には冷めてし
まいます。 

「私という意識」 が欲を滿たす時に, しば
らく少しの間の快樂があるかも知れない
が, 次に瞬間もっと大きな欲望の前にその
喜びは消えてしまうのです。 「私」 という
主体霊が作用する時, 神様は離れてしまう
のです。 
神様が離れてしまった者はなんとも言え
ないほど憂鬱で, からだが重く, なんとも
言えないほど心に辛さが染みごむのです。 
皆さん, うれしくて幸せに暮らすことを望
むなら, 先に 「私」 というものを捨てるべ
きです。 「私」 というものは惜しげなく投
げてしまい, 犧牲的な精神を持って動いて
みてください。 「私」 というものを投げて
しまう時, 初めて喜びの神様が私になって
驚くべき恩惠の体験をするのです。 
‘私’が無くなって, その場をハナニムの神
様が占領なさるので, 喜びと樂しみだけが
あふれるから, 誰を見ても美しく, 天使の
ようです。 だから私の心が天使の心で、神
様の心になって相手方も天使の姿, 神様の
姿と見られるのです。  「私」という魔鬼の
心, すなわち, 我相をもっていながらいく
ら相手方を神様のように見ようとしても, 
見ること出來ないのです。
魔鬼の子は誰を見ても泥棒のように見る
ことになるのです。*

飜訳 李昌淳 勝師

人は誰でも幸せを望んで喜びを追い求め
ます。 人が追い求める価値は　「幸せ」 で
あると端的にいうことが出來ます。 人が
幸せでなければ病氣になり, 人が幸せでな
ければ痛みや苦しみが伴うようになって
います。 不幸だから, 人は結局死ぬことに

なるのです。

幸せを享受することが出來ないのは
価値基準が間違って設定されている
からです

ある人は幸せの基準を男女の出会いに求
めました。 我われの人生の先輩が步いて
來た足跡をよく見る時, 男女の間の愛に幸
せの重要なポイントがあることを多くの
人びとは考えて來ました。 
しかし, 男女の間の愛は刹那的な幸せを与
えるばかりで痛い傷と苦しみだけを残し
て消えて行きます。 それは男女の間の愛
が欲望の理念を抜け出すことが出來ない
からです。 
男女の間の愛には幸せが成り立たない故
に, 物質だけあれば幸せではないだるうか
と思い, 物質を積んでおいたところに幸せ
があるものと思って熱心にお金を儲けて
みるが, やはりそちらには幸せがないので
す。 同樣に権力を握れば幸せを享受出來
るだろうかと思って権力をにぎってみる
が, やはりそこにも幸せがなかったので
す。 
今日まで, 我われ人類はどうしてこのよ
うな失敗ばかり繰り返したのでしょうか? 

それは, 価値基準が間違って設定されてい
るからなのです。  即ち, 誤った人生哲学を
持っているからなのです。 この世の中に
は立派な哲学がたくさんあるようだが, 実
際にはこの世の中には完全な哲学を持っ
た人はひとりもいなかったのです。 
もし, たったひとりでも完全な哲学を持ち
得たら世の中は変わるようになっていま
した。 この世の自体が完全な世の中に変
わることになっていました。 
哲学というのは生の目的と理念をどのよ
うに設定したのかをいうのに, 今日まで生
の目的と理念を正しく設定した人がいな
かったのです。 だから完全な哲学が登場
することが出來なかったのです。 
今日, なぜ生の目的と理念が間違って設定
されるしかなかったのかといえば, 全ての
人びとの主体霊が魔鬼の霊であった為で, 
人びとがそのような事実を知ることが出
來なかったからです。 
魔鬼の霊は魔鬼の考えしか出來ないので, 

「私という主体意識」 の欲望から拔け出す
ことが出來なかったので, 限界がある哲学
を繰り広げる事しか出來なかったのです。

神様の霊は生命の霊, 幸せの霊です

私は人間の主体霊が魔鬼の霊であるとい
う大変な事実を指摘しています。 「私とい
う主体霊」 が即ち, 魔鬼です。 「私という主
体霊」 によって不幸と苦みが來, 血が腐り, 
老いと死が來るのです。 「私」 は 「私とい
う意識」 の範囲を拔け出すことは出來な

くで, 限界が決められている狹苦しい哲学
を持たざるをえません。 もともとの人の
主体霊は神様の霊であったし, その時は人
間, 神様はエデンの園に住んでいました。 
その時は, 不幸というのを探すことが出來
ず, 嬉しさと喜びと永生だけが存在しまし
た。 
私の言葉が事実であることは, 人びとの中
にその証拠が残っているので確認するこ
とが出來ます。 良心が即ちその証拠です。 
もともとの人はこの良心が主体霊だった
し, この良心がまさに神様の霊でした。 神
様の霊こそ生命の霊で, 幸せをもたらせて
くれることが出來る霊なのです。 
今も人は神様の霊に当たる良心の力で生
命力を維持しているのです。 

す秘訣は何だろうかと論じるようになっ
ているのです。
今日, 皆さんに何のために生きているかと
質問をすれば, 何といいますか。　私はこ
れに対して＂人間は神様になるために生
きる。 人間の本鄕になる神様の霊を回復
するために生きる＂と話します。

我われの人生の目的は神様の霊を回
復して幸せに永遠に生きることです

本來, 我われの人間の主体霊であった神様
の霊を回復することが我われの人生の目
的です。 神様の霊は生命の霊であるので, 
我われの生命を殺す魔鬼の霊と戦って, 魔
鬼に勝って神様に生まれ変わることがま
さに我われの人間の目的であり理念なの
です。
我われの先祖になられる神様は, その子供
があらゆる苦労の果てに結局は死んでし
まうことを望まれず, 永遠無窮に幸せを享
受して生きることを望まれるのです。 
故に, 神様は我われに永生の道を教えられ
るのです。
人間が永遠無窮に生きるためには, 幸せで
なければ永遠無窮に生きることが出來な
いのです。 その心に少しでも苦しみがあ
るとか, 心に陰があるとすれば永生するこ
とが出來ないのです。 永生するためには
その心の中に喜びが一杯になって溢れな
ければなりません。
その心の中に喜びが滿ち溢れてこそ永生
を享受することが出來るのです。　その喜

今日, 知識人であるといわれる科学者に 
「人がどうして生きるか」 と聞けば, 彼ら
はうまく返事が出來ないのです。 生命の
根本に対して知ることが出來ないからで
す。 「なぜ生きるのか知れない。 ただ, 生き
ているというだけである」 ということが
彼らの返事なのです。 だから, 彼らの学問
は学問ということが出來ないのです。 学
問というものは真理追求がその目的で, 真
理は変わらない生命の中に存在するが, 人
がどうして生きるのか, 草木がどうして生
きるのかを知らず, なぜ死ぬのか, 死なな
いようにする方法を知らないから, 学問と
いうことは出來ないのです。 だから今日, 
真の学問が出てこそ人がどうして死に, 人
がどうして生き, 人が死なずに幸せに暮ら
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To be happy, one should throw away ‘I’

生命のお話 幸せに生きることを願うなら, 「私」を捨てるべきです
藤田多惠子 勝師 監修
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